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12．実臨床における肝硬変患者の⾎⼩板減少に対するルストロンボパグの反復作⽤におけ
る⾎⼩板増加効果について 
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第 54 回⽇本肝臓学会総会. ⼤阪. 2018 年 6 ⽉ 15 ⽇ 
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15．実臨床における遺伝⼦型 1型 C型肝炎ウイルスに対するソフォスブビル、レジパスビ
ル併⽤療法 
⽟井秀幸、井⽥良幸、新垣直樹、清⽔ 遼、前島秀哉、森畠康策、前北隆雄、井⼝幹崇、
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1．肝内多発⾼エコー結節から診断に⾄った晩発性⽪膚ポルフィリン症の 1例 
岡村順平、⽟井秀幸 
第 44 回⽇本肝臓学会⻄部会．岡⼭市、2021 年 12 ⽉ 9 ⽇ 
 
２．結核性腹膜炎の 1例 
岡村順平、⽟井秀幸、加治汐梨、津⽥郁久、与⽥武徳、原 猛 
第 112 回⽇本消化器病学会近畿⽀部例会．京都市、2020 年 2 ⽉ 29 ⽇ 
 
３．臍静脈-腹壁静脈シャントに対する結紮術および脾摘術後、経⽪的局所療法と抗ウイル
ス治療を⾏えた肝細胞癌合併⾮代償期 C型肝硬変の 1例 
岡村順平、⽟井秀幸、加治汐梨、津⽥郁久、原 猛 
第 43 回⽇本肝臓学会⻄部会．下関市、2019 年 12 ⽉ 12 ⽇ 



 
４．肝細胞癌孤⽴性右室転移の⼀例 
榎本菜那、奥⽥有⾐⼦、伊庭信幸、三宅崇登、吉益千恵、奥野千晶、平⼭敏⽂、⾕川直⼈、
岡村順平、⽟井秀幸 
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５．放射線性⼗⼆指腸炎狭窄に対する内視鏡的バルーン拡張術後に内視鏡的胆管結⽯除去
術を施⾏した総胆管結⽯症の１例 
鍋島優太、江守智哉、新垣直樹、垣本哲弘、原 猛、⽟井秀幸 
第 101 回⽇本消化器内視鏡学会近畿⽀部例会、⼤阪市、2018 年 11 ⽉ 10 ⽇ 

 

６．診断に苦慮した肝⾎管筋脂肪腫の 1例 
奥野千晶、江守智哉、榎本菜那、伊庭信幸、三宅崇登、吉益千恵、平⼭敏⽂、新垣直樹、 
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２．⼩型肝細胞癌に対する次世代マイクロ波凝固療法 
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３．⼩型肝細胞癌に対する次世代マイクロ波凝固療法 
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４．分⼦標的薬不成功の進⾏肝細胞癌に対する Atezolizumab/Bevacizumab 併⽤療法の初
期治療効果と安全性 
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５．実臨床における進⾏肝細胞癌に対する Atezolizumab/Bevacizumab 併⽤療法の初期治
療効果と安全性 



岡村順平、⽟井秀幸 
第 57 回⽇本肝癌研究会. ⿅児島市、2021 年 7 ⽉ 22 ⽇ 
 
６．実臨床における進⾏肝細胞癌に対する Lenvatinib の継続性 
⽟井秀幸、江守智哉、加治 汐梨、岡村順平、原 猛 
第 20 回⽇本肝がん分⼦標的治療研究会．⻑崎市、2019 年 6 ⽉ 29 ⽇ 
 
７．実臨床における進⾏肝細胞癌に対する新規分⼦標的治療薬の継続性 
江守智哉、⽟井秀幸、⾼尾政輝、原 猛 
第 55 回⽇本肝癌研究会．東京．2019 年 7 ⽉ 4 ⽇ 
 
８．直接抗ウイルス薬によるＣ型肝炎ウイルス持続陰性化達成後の肝細胞癌再発と⽣存に
ついて 
江守智哉、⽟井秀幸、新垣直樹、井⽥良幸、清⽔遼、前島秀哉、原 猛 
第 54 回⽇本肝癌研究会．久留⽶市．2018 年 6 ⽉ 29 ⽇ 
 
９．トホグリフロジンは糖尿病合併⾮アルコール性脂肪性肝疾患の肝障害を改善する 
江守智哉、⽟井秀幸、新垣直樹、井⽥良幸、清⽔遼、前島秀哉、原 猛 
第 5回肝臓病と糖尿病・代謝研究会．米子市、2018 年 7 月 21 日 

 

10．診断に苦慮した肝⾎管筋脂肪腫の 1例 
奥野千晶、江守智哉、榎本菜那、伊庭信幸、三宅崇登、吉益千恵、平⼭敏⽂、新垣直樹、 
⽟井秀幸 
第 31 回⽇本腹部造影エコー・ドプラ診断研究会．和歌⼭市、2018 年 3 ⽉ 31 ⽇ 
 
講演 
１．⽟井秀幸：知ってほしい肝臓の話 
岬町⽴保健センター令和 3 年度肝臓病講演会．岬町．2022 年 3 ⽉ 2 ⽇ 
 
２．⽟井秀幸：次世代マイクロ波凝固術〜ラジオ波に勝るのか？〜 
肝癌低侵襲治療セミナー＠和歌⼭．和歌⼭市．2022 年 2 ⽉ 18 ⽇ 
 
３．⽟井秀幸：New next generation microwave thermosphere ablation for small  
hepatocellular carcinoma 
Emprint Web Seminar 2022 年 1 ⽉ 22 ⽇ 
 



４．⽟井秀幸：⼩肝細胞がんに対する次世代マイクロ波凝固療法 
Micro Eliminators in KANSAI 2021．⼤阪市．2021 年 12 ⽉ 18 ⽇ 
 
５．⽟井秀幸：知っていますか？肝がんの原因 
2021 年度⽇本肝臓学会市⺠公開講座．和歌⼭市．2021 年 11 ⽉ 22 ⽇〜12 ⽉ 6 ⽇ 
 
６．⽟井秀幸：慢性肝疾患の拾い上げと NASH 治療の進歩 
第 32 回和歌⼭肝疾患研究会．和歌⼭市．2021 年 10 ⽉ 30 ⽇ 
 
７．⽟井秀幸：糖尿病、脂質異常症を合併するメタボ関連脂肪性肝疾患ーNASH/NAFLD
診療ガイドライン 2020ー 
糖尿病と消化器疾患を考える会．和歌⼭市．2021 年 8 ⽉ 21 ⽇ 
 
８．⽟井秀幸：慢性肝疾患のプライマリケアからセカンダリケアへ―肝線維化、肝癌検診、
糖尿病 NASH合併メタボ治療、次世代マイクロ波凝固療法―  
第 1 回肝胆膵懇話会 in橋本．橋本市．2021 年 7 ⽉ 14 ⽇ 
 
９．⽟井秀幸：NASH、肝癌診療最前線ー拾い上げ、糖質制限、次世代マイクロ波凝固療
法ー 
泉佐野泉南医師会学術講演会．泉佐野市．2021 年 7 ⽉ 10 ⽇ 
 
10．⽟井秀幸：肝細胞癌に対する分⼦標的治療薬の現況 
中外製薬社内研修会．和歌⼭市．2021 年 05 ⽉ 10 ⽇ 
 
11．⽟井秀幸：慢性肝疾患の拾い上げと NASH の最新治療−診療ガイドライン 2020 によ
る糖尿病合併 NASH の治療も含めて− 
糖尿病と肝臓病セミナーin和歌⼭ 2021 年 3 ⽉ 18 ⽇ 
 
12．⽟井秀幸：⽣活習慣病と肝がん 
2020 年度⽇本肝臓学会市⺠公開講座．和歌⼭市．2021 年 1 ⽉ 15 ⽇〜18 ⽇ 
 
13．⽟井秀幸：NASH/NAFLD の診断と治療−診療ガイドライン 2020も含めて− 
⼤正富⼭製薬学術勉強会．2020 年 12 ⽉ 14 ⽇ 
 
14．⽟井秀幸：脂質異常症を合併する NASH、⾃⼰免疫性肝疾患診療ーPPARα アゴニス
トの新展開ー 



Kowa Web Conference．2020 年 11 ⽉ 26 ⽇ 
 
15．⽟井秀幸：肝がんの早期発⾒法と根治的治療法の進歩  
第 15 回和歌⼭がん診療研究会．和歌⼭市．2020 年 11 ⽉ 12 ⽇ 
 
16．岡村順平：肝炎ウイルスを制御できる時代の肝発がんリスク評価 
第 15 回和歌⼭がん診療研究会．和歌⼭市．2020 年 11 ⽉ 12 ⽇ 
 
17．⽟井秀幸：NASH の拾い上げ診断と治療−低糖質⾷と薬物療法の話題を含めて− 
⼤正Web Seminar in 和歌⼭．2020 年 9 ⽉ 17 ⽇ 
 
18．⽟井秀幸：肝細胞癌に対する分⼦標的治療薬の現況 
エーザイ社内研修会．和歌⼭市．2020 年 9 ⽉ 7 ⽇ 
 
19．⽟井秀幸：Emprint を⽤いた下⼤静脈に接する肝細胞癌に対するマイクロ波凝固治療
例 
Emprint virtual roundtable . Web講演会．2020 年 9 ⽉ 5 ⽇ 
 
20．⽟井秀幸：慢性肝炎、肝がんの拾い上げと最新治療−地域連携で肝がん撲滅を− 
和歌⼭肝疾患地域連携セミナー．和歌⼭市．2020 年 8 ⽉ 1 ⽇ 
 
21．⽟井秀幸：肝がんで患者を死なせないために我々は何をすべきか？ 
中外製薬社内研修会．和歌⼭市．2020 年 7 ⽉ 20 ⽇ 
 
22．⽟井秀幸：糖尿病合併 NASH に対する治療 
⽥辺三菱製薬社内研修会会．和歌⼭市．2020 年 7 ⽉ 6 ⽇ 
 
23．⽟井秀幸：新規次世代マイクロ波はラジオ波にとって代わる 
第 13 回中四国肝癌局所凝固療法研究会．岡⼭市．2020 年 1 ⽉ 18 ⽇ 
 
24．⽟井秀幸：Emprint 臨床のこつ〜300例を超える臨床経験から〜 
Emprint Ablation System講演会．佐世保市．2020 年 1 ⽉ 11 ⽇ 
 
25．⽟井秀幸：新規次世代マイクロ波はラジオ波にとって代わる． 
第 49 回阪神消化器談話会．尼崎市．2019 年 11 ⽉ 28 ⽇ 
 



26．⽟井秀幸：One Health ヒトから学ぶ肝臓の画像診断の最新情報 
第 40 回動物臨床医学会記念年次⼤会．⼤阪市．2019 年 11 ⽉ 16 ⽇ 
 
27．⽟井秀幸：糖尿病患者におけるNASHの診断と治療．湯浅地区糖尿病連携セミナー．
湯浅町．2019年11⽉2⽇ 

 
28．⽟井秀幸：Shear Wave Measurement を⽤いた肝線維化予測超⾳波減衰を⽤いた肝脂
肪定量について．福岡肝エラストセミナー．福岡市．2019 年 11 ⽉ 9 ⽇ 
 
29．⼟⼭美恵⼦：院内肝炎ウイルス検査陽性者に対する肝炎コーディネーターの介⼊と成
果．慢性肝疾患地域WEBセミナー．和歌⼭市．2019 年 10 ⽉ 28 ⽇ 
 
30．⽟井秀幸：糖尿病合併 NASH に対する治療．慢性肝疾患地域WEBセミナー．和歌⼭
市．2019 年 10 ⽉ 28 ⽇ 
 
31．⽟井秀幸：肝がん局所療法について．令和元年度⼤阪市肝炎専⾨医研修会．⼤阪市．
2019年10⽉26⽇ 

 
32．⽟井秀幸：Shear Wave Measurement を⽤いた肝線維化予測超⾳波減衰を⽤いた肝脂
肪定量について．沖縄肝エラストセミナー．那覇市．2019 年 10 ⽉ 19 ⽇ 
 
33．⽟井秀幸：切らずに治す肝癌局所療法ーラジオ波から次世代マイクロ波凝固療法へー．
2019年度⽇本肝臓学会市⺠公開講座．和歌⼭市．2019年8⽉17⽇ 

 
34．⽟井秀幸：⾮アルコール性脂肪性肝炎（ＮＡＳＨ：ナッシュ）って何 ？」⾮アルコー
ル性脂肪性肝炎の診断、治療の取り組みを紹介．和歌⼭労災病院市⺠公開講座．和歌⼭市．
2019 年 6 ⽉ 14 ⽇ 
 

35．⽟井秀幸：ウイルス性肝炎・肝癌の最新治療について．肝臓週間和歌⼭労災病院市⺠
公開講座．和歌⼭市．2019年7⽉26⽇ 

 
36．⽟井秀幸：⼿術前等に⾏われる肝炎ウイルス検査陽性者に対する肝炎医療コーディネ
ート．肝疾患のチーム医療を考える会．和歌⼭市．2019 年 6 ⽉ 16 ⽇ 
 
37．岡村順平：肝硬変に伴う腹⽔、脳症の最新治療．第 2 回肝疾患診療連携フォーラム．
和歌⼭市．2019 年 4 ⽉ 25 ⽇ 



 
38．⽟井秀幸：NASH・肝がんの最新治療−当院での新たな取り組みとその成果−．第 2
回肝疾患診療連携フォーラム．和歌⼭市．2019 年 4 ⽉ 25 ⽇ 
 
39．⽟井秀幸：治癒を⽬指せる時代になった C 型肝炎マネジメントと肝炎コーディネータ
ーの役割．G-STATION lecture WEB講演会．2018 年 12 ⽉ 13 ⽇ 
 
40．⽟井秀幸：肝癌に対する次世代マイクロ波凝固療法．肝癌診療Up to date．和歌⼭市．
2018年10⽉25⽇ 
 
41．⽟井秀幸：肝癌に対する経⽪的局所療法の進歩〜次世代マイクロ波凝固療法はラジオ
波にとってかわるか？〜．第8回⼤阪紀州消化器懇話会．⼤阪市．2018年10⽉13⽇ 
 
42．⽟井秀幸：NASH診療の新たな試みと肝癌に対する次世代マイクロ波凝固療法．和歌
⼭北地域医療懇話会．和歌⼭市．2018年9⽉27⽇ 
 
43．⽟井秀幸：意外と知らないメタボ肝炎、肝硬変、肝癌．和歌⼭労災病院市⺠公開講座．
和歌⼭市．2018年9⽉21⽇ 
 
44．⽟井秀幸：なめちゃいけない脂肪肝．2018年度肝臓学会市⺠公開講座．和歌⼭市．
2018年7⽉22⽇ 
 
45．新垣直樹：肝硬変・肝がんになっていませんか．2018年度肝臓学会市⺠公開講座．和
歌⼭市．2018年7⽉22⽇ 
 
46．⽟井秀幸：NASHの診断と治療．和歌⼭労災病院院内肝臓病勉強会．和歌⼭市．2018
年7⽉4⽇ 
 
TV，ラジオ出演 
1．⽟井秀幸：テレビ和歌⼭『ちゃぶ台〜おかわり〜』「知って、肝炎プロジェクト」．テ
レビ和歌⼭．2022 年 2 ⽉ 19 ⽇放送 
 
2．⽟井秀幸：BS 朝⽇｢名医に聞きたい｣．｢脂肪肝のリスクと⾷事療法｣．BS 朝⽇．2021
年 8 ⽉ 28 ⽇放映 
 
3．⽟井秀幸：ラジオ健康相談．和歌⼭放送．2022 年 1 ⽉ 3〜7 ⽇放送 



 
4．⽟井秀幸：ラジオ健康相談．和歌⼭放送．2021 年 9 ⽉ 20〜24 ⽇放送 
 
5．⽟井秀幸：｢知って肝炎プロジェクト ラジオ放送｣．和歌⼭放送．2021 年 3 ⽉ 27 ⽇
放送 
 
6．⽟井秀幸：テレビ和歌⼭｢知って肝炎プロジェクト TV｣．テレビ和歌⼭．2021 年 1 ⽉
31 ⽇放映 
 
7．⽟井秀幸：ぎゅぎゅっと和歌⼭．テレビ和歌⼭．2019 年 6 ⽉ 5 ⽇放映 
 
 


